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空には積乱雲がもくもくと発達し、梅雨明けを思わせる感じです。夏休み前のこの時期は、ニイニイゼミに続き、

アブラゼミが鳴き始めるのが常とうですが、最近では、突然にクマゼミが鳴き始めるといったように、気候が変わっ

てきていると実感しています。 

学校の教育目標を具現するため、子ども達の間では、「パワーアップいなにし」を合言葉にして、学校生活に取り

組んできました。いきいき健康、なかよく活動、にこにこ笑顔、しっかり勉強 

学習中の姿勢づくり、聞いて反応する姿などそれぞれの学年に応じて、高まりが見

られた１学期です。１年生は、入学してから３ヶ月たちましたが、姿勢を整え、しっ

かりと仲間を見て話をしたり、聞いたりできています。算数の授業では、体を大きく

使って算数の問題のお話を精一杯説明する姿が見られ、楽しく学習が進められている

様子に思わず笑みがこぼれました。 

もくもくと黙って掃除に取り組む姿、笑顔で元気にあいさつをかわす姿、太陽の時

間など、外で元気よく仲間と共ににこにこ顔で遊ぶ姿など、素敵がいっぱいでした。な

かよし活動もスタートしていますが、異学年集団を６年生がリードして、共に楽しむ活

動が展開されています。 

本日、７１日間の１学期が終了しました。できるようになったこと、がんばったこと

を宝物にして、夏休みに、家庭・地域でも素敵な姿を更にパワーアップしてくれること

を期待しています。 

家庭・地域で過ごす夏休み。生活リズムを自分で管理しながら、家族の一員として貢献する。長い休みだからこそ

できるかけがえのない体験をたくさん積んで、一回りも二回りも大きく成長してほしいと願っています。ラジオ体操、

三世代ふれあい広場、盆踊りに夏祭りなど、子ども会や地域の行事に積極的に参加し、地域の方々との交流を深める

とともに、ボランティアにも率先して取り組み、人の役に立つことの素晴らしさを体験してほしいと願っています。 

危機を回避し、命を守る意識を高める・・・ 

九州豪雨による甚大な被害が九州北部の地域に出ています。被害の様子が伝えられる度に心が痛みます。このよう

な気象変災は、どこにでも起こりうるものです。先日の台風３号の通過時は、子ども達、保護者の皆様にご不安を与

えることとなり、大変申し訳ございませんでした。早期の対応、及び情報の提供を密にして子ども達の安全を今後と

も図っていきます。 

また、１２日の雷雨時には、１６時、引き渡しとさせていただきましたが、保護者の皆様には迅速にご対応いただ

きありがとうございました。引き渡し時には、市内に大雨警報が発令される状況でしたが、迎えにみえる方々が、災

害に巻き込まれ、危険にさらされることのないよう、迎えの時間を勘案して設定させていただきました。今後とも、

安全を第一に対応しますので、ご無理をお願いすることもありますがよろしくお願いします。  

子ども達には、日常より「自分の命は自分で守る」ことの大切さを語ってきています。特に夏休み、交通事故、風

水害、落雷や突風、不審者等、自分に危険が迫ることは絶対にないとは言い切れません。迫る危険を自ら予知し、危

険から遠ざかり、安全な生活に努めるよう、ご家庭におきましてもご指導をよろしくお願いします。 
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働き方改革に関わって 

各務原市教育委員会、小中学校校長会から、教職員の「早く帰る日」の実施について、文書が配布されたところで

す。これは、時間外勤務の縮減を図り、働き方改革を進める中で、教職員のタイムマネジメントなどの資質能力の向

上を図り、教職員が元気に笑顔で子ども達と向かい合えるようにすることが目的です。今後、本校でも取組を具体化

していきたいと考えています。ご理解くださいますようお願いします。 
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１学期の宝物を夏休みにつなげて・・・家庭・地域の一員として過ごす夏休みに 

 


